
平成 29年 9月 20日 

ＨｅＦｏｒＳｈｅ ＩＭＰＡＣＴ１０×１０×１０ 男女平等報告書発表式 安倍

総理スピーチ 

 

この度、ＩＭＰＡＣＴ１０×１０×１０(インパクト・テン・バイ・テン・バイ・テン)の報告書

をまとめられたムランボ＝ヌクカＵＮ Ｗｏｍｅｎ事務局長の多大な尽力に大きな賛辞を

贈ります。 

 世界の男女平等の実現に向け、重要な一里塚となる報告書です。 

 私がインパクト・チャンピオン（ＨｅＦｏｒＳｈｅの推進のためＵＮ Ｗｏｍｅｎに選

ばれた１０首脳、１０企業、１０大学）としてこれに貢献できることは、大変光栄なこと

であります。 

 私は、常々言っているのですが、もしリーマン・ブラザーズがリーマン・ブラザーズ・アンド・シス

ターズであったら、破綻しなかっただろうということであります。 

 

 これは日本にも当てはまります。女性の輝く社会、エンパワーメントなくして日本経済の再

生はない。 

 私は日本において、これまでのように社会政策ではなく、経済政策として女性の活躍を進

めていかなければならないと確信しています。 

 そして、今、目に見える変化が現れています。 

 私が政権に復帰してこの４年間、働く女性は１５０万人増え、出産後も仕事を続ける

女性が初めて５割を超えています。 

 それでも日本はまだ道半ばです。国連総会でもたくさんの首脳会談を行いましたが、相手

の代表団には女性が何人も座っていますが、ほとんどいつも日本側は男性しかいません。本

当に恥ずかしく思います。 

 女性活躍に向けた取組をスピードアップしていかなければならない。そう痛感する瞬間で

す。 

 なんとしても女性が輝く社会を実現するつもりでいます。そのための日本発の取組が、国際

女性会議ＷＡＷ！です。 

 年に１回ＷＡＷ！で、世界中の女性のリーダーに日本に集まっていただく。日本はその人

たちから学びたい。それを通じて女性を制約する考え方やルールを根本から変えたい。社会

を変える革命を起こしたい。それによって日本は変わり、また、それを通じて世界が変わってい

くなら望外の喜びであります。 

 



 ４回目となる今年は、ＷＡＷ！ ｉｎ Ｃｈａｎｇｉｎｇ Ｗｏｒｌｄをテーマに１

１月に東京で開催します。 

 技術が進展し、そして仕事や社会の在り方が変わる中、理系に進む女性を増やすにはど

うすればいいか。また、社会通念に根を張る女性のステレオタイプといかに闘うか。同時に、

途上国を始め、女性の起業を促すための方策を議論し、行動を起こしていきたいと思いま

す。 

 ＨｅＦｏｒＳｈｅの支持者の皆様、是非、ＷＡＷ！のネットワークにつながっていただ

きたいと思います。１１月に是非、皆さんと東京で、お会いしましょう。 

 

 


